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　「医師の働き方改革」という言葉は、皆様も耳にされたことがあるかもしれません。
2024 年 4 月から、医師の時間外労働時間が原則として年間 960 時間に制限され、特定
の条件を満たす場合（B水準・C水準）のみ 1860 時間まで認められます。皮膚科では、
原則として月 100 時間未満、年間 960 時間未満を遵守しており、これを A 水準と呼び
ます。

　この改革に合わせて、医師が行っていた医療業務の一部を、他の医療職にシフトする
「タスクシフト・タスクシェア」が進められています。具体的には、褥瘡チーム関連に
おいて、「特定看護師」を目指す皮膚・排泄ケア認定看護師が、創傷管理に関する特定
行為を習得するための研修を実施しています。対象となるのは、褥瘡または慢性創傷の
治療における以下の 2項目です。

　これらの処置に該当する患者さんには、私が説明と同意を取得し、実施を看護師に任
せます。特定看護師の資格を習得すれば、医師の指示に基づき、手順書に従って看護師
がこれらの処置を行うことが可能になります。

　特定行為が認められることで、医師の働き方改革以外に
もいくつかのメリットがあります。まず、看護師がデブリー
ドマンを実施できるようになることで、毎日のきめ細かい
処置が可能になります。医師が院内の褥瘡患者全員を毎日
診察するのは難しいため、特定看護師が褥瘡の回診間の処
置を担当することで、傷の治癒が早くなることが期待され
ます。また、VAC 療法はその効果が高いものの、時間的な制約で実施できない症例も
ありましたが、看護師が担当することで、より多くの患者が新しい治療の恩恵を受けら
れるようになります。

　さらに、専門的な役割を持つ看護師が誕生することで、看護師のキャリアアップやモ
チベーションの向上も期待できます。現在の医療は、がんに対する免疫療法や生物学的
製剤を用いたアレルギー疾患の治療など、目まぐるしく変化しています。「特定看護師
制度」や「ワークシェア」は、こうした医療の変化の一部です。今後も当院では、より
良い医療を目指し、新しい取り組みを進めていきたいと思います。

１）血流のない壊死組織の除去（デブリードマン）
２）創傷に対する陰圧閉鎖療法（VAC療法）

当院のメニュー紹介
今回は鮭のちゃんちゃん焼きをご紹介します！
彩りも良く野菜も一緒に食べられるおすすめメニューです。ぜひ試してみてください。

① 人参・キャベツを短冊切り、玉葱・ピーマン・パプリカを細切りにする。
② ★の調味料は合わせておく。

〈下準備〉

【鮭のちゃんちゃん焼き】

 作り方

（1） フライパンに、無塩バターを入れ、鮭の皮面を下にして中火で焼き色がつくまで焼き、
　　裏返して表面も焼いたら 1度取り出す。
（2） ①の野菜ともやしをフライパンに入れ、しんなりするまで炒める。
（3） (2) のフライパンに (1) の鮭を戻し入れる。
（4） ②の調味料を回し入れ、蓋をして 3～ 5分中火で蒸し焼きにする。
（5） 野菜と鮭に火が通れば、器に盛り、完成です！

〈鮭のちゃんちゃん焼き〉

鮭のちゃんちゃん焼きの歴史
北海道の石狩地方の漁師町が発祥と言われており、船上で漁師たちが釣った鮭をドラム缶から作った
鉄板で焼いて食べていたことがはじまりとされています。秋から冬にかけてとれる鮭と旬の野菜を蒸
し焼きにして味噌で味付けした料理。寒い時期にぴったりな 1品です！

(2人分) ★
鮭 ········· 80g×2（切り身2切れ）
ピーマン·························10g
パプリカ（赤）··············10g
玉葱 ·································50g
キャベツ·························60g
もやし ·····························40g
人参 ·································15g
無塩バター ····················10g

三温糖 ···················3g
濃口醤油···············4g
合わせ味噌 ··········7g
赤だし味噌 ··········7g
料理酒 ···················4g
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